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病
気
の
た
め
に
数
多
く
の
人
々
が
命
を
失
っ
た
事
実
を
指
す

こ
と
で
す
。

■
海
外
引
揚
者
の
状
況

  

敗
戦
時
の
海
外
在
留
者
数
は
複
数
の
資
料
が
あ
り
、
正
確

に
表
記
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
そ
の
概
数
は
、
軍
人
三

二
〇
万
人
、
一
般
邦
人
三
八
〇
万
人
、
合
計
七
〇
〇
万
人
で

し
た
（
昭
和
二
〇
年
一
〇
月
：
外
務
省
）。
軍
隊
は
当
然
、
全

員
、
帰
国
対
象
で
し
た
。
一
般
邦
人
は
約
三
二
〇
万
人
が
帰

国
し
ま
し
た
（
図
1
）。
こ
の
内
、
満
州
・
中
国
・
朝
鮮
か
ら

の
帰
国
者
は
約
二
四
〇
万
人
、
七
割
五
分
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
わ
が
国
の
海
外
移
住
の
歴
史
を
考
え
る
と
、
ハ

ワ
イ
・
米
本
土
・
カ
ナ
ダ
に
始
ま
り
、
次
い
で
ブ
ラ
ジ
ル
、

そ
し
て
、
満
州
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
実
際
に
、
開
戦
時
、

北
米
に
は
三
〇
万
人
（
ハ
ワ
イ
一
六
万
、
米
本
土
一
二
万
、

カ
ナ
ダ
二
万
）、
南
米
に
は
（
ブ
ラ
ジ
ル
二
〇
万
、
チ
リ
二

万
な
ど
）
二
四
万
人
の
日
本
人
が
在
留
し
て
い
た
の
に
、
北

米
・
南
米
か
ら
の
戦
後
の
引
揚
者
が
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
北
米
移
民
・
南
米
移
民
（
図
2
）

　

開
国
（
嘉
永
七
（
一
八
五
四
）
年
）
以
降
、
わ
が
国
の
人
口
は

急
速
に
増
加
、
三
〇
〇
〇
万
人
程
度
の
人
口
は
、
明
治
五
（
一

八
七
二
）
年
に
は
三
四
八
一
万
人
と
な
り
ま
し
た
。
起
こ
っ

て
き
た
こ
と
は
人
口
過
剰
問
題
、
特
に
農
村
人
口
の
過
剰
対

策
で
し
た
。
当
時
、
農
村
人
口
は
人
口
の
七
七
％
、
人
口
増

に
比
例
し
て
の
田
畑
の
↑
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ま
も
な
く
、
八
月
一
五
日
、
終
戦
（
敗
戦
）
記
念
日
を
迎

え
ま
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
か
ら
七
十
三
年
。
当
時
、

私
は
国
民
学
校
（
小
学
校
の
戦
争
中
の
名
称
）
四
年
生
の
九

歳
で
し
た
。
小
学
生
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
一
年
生
（
六
歳
）
で

あ
っ
て
も
敗
戦
前
後
の
わ
が
国
の
悲
惨
な
状
況
を
少
し
で
も

記
憶
し
て
い
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
憶
え
て
い
る
は
ず
の

八
〇
歳
以
上
の
人
口
は
、
今
や
全
体
の
約
八
％
。

日
本
が
米
国
が
戦
争
を
し
た
こ
と
す
ら
知
ら
な

い
人
達
も
出
て
き
ま
し
た
。

■
原
爆
の
悲
劇
・
引
き
揚
げ
の
悲
劇

　

原
爆
の
死
亡
者
数
は
、
原
爆
投
下
の
行
わ
れ

た
昭
和
二
〇
年
末
ま
で
に
、
広
島
約
一
四
万
人
、

長
崎
約
九
万
人
、
合
わ
せ
て
約
二
三
万
人
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
敗
戦
前
後
の
混
乱
、

故
国
へ
の
引
き
揚
げ
の
途
上
で
斃(

た
お)

れ
た

日
本
人
は
満
州
だ
け
で
も
約
二
四
万
五
千
人
と

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。「
引
き
揚
げ
の
悲
劇
」
は

「
原
爆
の
悲
劇
」
と
と
も
に
、
日
本
人
に
と
っ
て

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

　

「
引
き
揚
げ
の
悲
劇
」
と
は
、
戦
後
の
数
年
間
、

日
本
の
支
配
地
域
に
居
住
し
て
い
た
日
本
人
が
、

現
地
か
ら
「
追
放
」
さ
れ
、
帰
国
の
途
上
に
お

い
て
、
家
族
離
散
が
頻
発
、
襲
撃
さ
れ
、
飢
餓
、

増
加
は
で
き
ず
、
商
工
業
も
未
発
達
の
当
時
、
都
市
に
農
村

の
過
剰
人
口
を
吸
収
す
る
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

当
然
の
こ
と
と
し
て
、
海
外
移
住
に
よ
る
人
減
ら
し
が
期

待
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
に
は
、
早
く
も

ハ
ワ
イ
移
民
が
始
ま
り
ま
し
た
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
で
の
労
務

者
と
し
て
の
移
民
で
し
た
。
そ
の
後
、
ハ
ワ
イ
か
ら
米
本
土

へ
の
転
住
、
直
接
、
米
本
土
へ
の
移
住
、
多
く
は
農
業
労
働

者
と
し
て
の
渡
航
で
し
た
。
し
か
し
、
や
が
て
、
農
業
で
の

成
功
者
、
日
本
人
の
商
工
業
へ
の
進
出
が
始
ま
る
と
と
も
に
、

米
国
で
は
排
日
運
動
が
始
ま
り
、
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）

年
に
は
排
日
移
民
法
が
成
立
、
北
米
へ
の
移
民
の
途
は
閉
ざ

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
か
ら
は
、
ブ
ラ
ジ
ル

移
民
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
コ
ー
ヒ
園
で
働
く
労
務
者
と

し
て
雇
用
さ
れ
て
の
移
民
で
し
た
。
し
か
し
、
北
米
と
同
様
、

都
市
部
へ
の
進
出
が
始
ま
る
と
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年

に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
移
民
制
限
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

日
本
の
移
民
は
北
米
・
南
米
と
も
に
閉
ざ
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
北
米
・
南
米
で
は
移
民
の
歴
史
が
長
い
だ
け
に
、

相
手
国
の
国
籍
を
持
つ
「
二
世
」
も
増
加
、
北
米
・
南
米
諸

国
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
も
認
識
さ
れ
て
い
た
だ
け

に
、
戦
後
も
居
住
が
認
め
ら
れ
、
追
放
さ
れ
る
よ
う
な
事
態

は
起
こ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。　

■
満
州
移
民
（
満
蒙
開
拓
団
）

　

北
米
・
南
米
と
も
に
門
戸
を
閉
ざ
さ
れ
た
日
本
が
過
剰
人

口
の
移
動
先
と
し
て
選
択
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
が
日
本

の
支
配
下
の
満
州
・
内
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
移
住
で
し
た
。
昭
和

七
（
一
九
三
二
）
年
以
来
、
約
二
七
万
人
が
移
住
し
ま
し
た
。  

開
拓
団
と
言
え
ば
、「
無
人
の
広
野
を
開
拓
し
て
農
地
を
つ

く
る
」
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
真
相
は
、
現
地
の
農
民
の
耕

作
地
を
関
東
軍
の
威
力
で
買
収
（
強
奪
）
し
た
土
地
が
六
割

（
二
万
㎢
：
滋
賀
・
京
都
・
大
阪
・
兵
庫
の
面
積
）
と
い
う
有

様
で
し
た
。
ま
た
、
一
〇
万
㎢
（
日
本
の
約
1
／4
の
面
積
）
の

土
地
を
開
拓
用
地
と
し
て
強
奪
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

  

農
地
を
奪
わ
れ
た
農
民
は
、
匪
賊
（
ゲ
リ
ラ
）
の
途
を
選

ぶ
か
、
低
賃
金
労
働
者
と
し
て
、
鉱
山
、
建
設
、
農
作
業
な

ど
の
日
本
人
企
業
、
満
州
開
拓
団
の
農
地
で
働
か
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

  

日
本
の
敗
戦
後
、
進
撃
し
て
き
た
ソ
連
兵
の
暴
虐
行
為
に

加
え
て
、
農
地
・
土
地
を
奪
わ
れ
た
農
民
の
「
日
本
人
に
対

す
る
強
い
憎
し
み
」
が
、
鍬
や
こ
ん
棒
で
の
開
拓
団
の
老
人
、

婦
女
子
、
小
学
生
、
幼
乳
児
へ
の
暴
行
行
為
へ
と
駆
り
立
て

た
こ
と
は
、
十
分
認
識
し
て
お
く
べ
き
こ
と
で
す
。

■
悲
劇
は
ど
う
し
て
起
こ
っ
た
の
か

　

「
満
蒙
開
拓
団
の
悲
劇
」
の
原
因
を
関
東
軍
あ
る
い
は
政

府
の
責
任
と
す
る
言
論
が
横
行
し
て
い
ま
す
。

  

し
か
し
、
根
本
の
原
因
は
人
口
過
剰
で
す
。
戦
前
、
あ
る

程
度
の
工
業
化
は
進
み
ま
し
た
が
、
な
お
、
昭
和
五
（
一
九

三
一
）
年
に
な
つ
て
も
、
わ
が
国
の
農
業
就
労
者
は
四
七
％

と
い
う
状
況
で
し
た
。
昭
和
初
期
、
経
済
不
況
の
下
で
、
農

村
は
疲
弊
し
、
活
路
を
見
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
に
陥
っ

て
い
ま
し
た
。
無
理
を
承
知
の
満
蒙
開
拓
団
で
し
た
。

  

『
拓
け
満
蒙
！

行
け
満
州
へ
！
』
の
タ
イ
ト
ル
で
、
拓
務

省
満
州
農
業
移
民
募
集
の
ビ
ラ
が
村
々
に
掲
示
さ
れ
ま
し
た
。

政
府
の
補
助
一
戸
千
円
（
現
在
の
約
二
〇
〇
万
円
）
と
明
記

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
国
策
と
し
て
の
移
民
で
し
た
。

　
■
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に

　

今
も
、
世
界
各
地
で
難
民
問
題
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。『
生

ま
れ
た
国
で
育
ち
、
教
育
を
受
け
、
仕
事
を
得
、
老
後
を
送
り
、

生
ま
れ
た
国
で
人
生
を
終
え
る
』、
世
界
の
ど
の
国
々
で
も

大
方
の
人
々
の
願
い
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
戦
前
の
わ
が
国
で
は
無
理
な
こ
と
で
し
た
。
敗

戦
時
三
一
九
万
人
（
四
・
四
％
）
以
上
の
日
本
人
は
、
外
国
で

生
計
を
立
て
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦
後
、
状
況
は
一
変

し
ま
し
た
。
現
在
、
平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）
年
の
海
外
在

住
者
は
わ
ず
か
一
三
四
万
人
（
一
％
）
で
す
。
敗
戦
時
に
比

較
し
て
人
口
は
一
・
七
六
倍
に
増
加
し
た
の
に
で
す
。
戦
後
、

わ
が
国
は
『
世
界
の
工
場
』
と
な
り
、物
的
資
源
が
な
く
と
も
、

人
的
資
源
の
活
用
で
生
き
て
行
け
る
国
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

　

今
後
も
、
よ
り
生
産
性
の
高
い
工
業
国
家
、
さ
ら
に
は
金

融
国
家
を
目
指
し
て
の
努
力
を
続
け
る
こ
と
が
、『
戦
後
引

き
揚
げ
の
悲
劇
』
の
よ
う
な
事
態
を
招
か
ね
な
い
た
め
に
必

要
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中央診療所だより忘
れ
て
は
な
ら
な
い

 

戦
後
引
き
揚
げ
の
悲
劇


